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年間活動指標 

整理整頓（事務所棚・実験室棚） 

4S・5S 及び安全（6S；Safety）の実施 

 

新社屋への引越に向けて、物を減らす 

引越し後は、定位置化を目標に活動する 

年年間間活活動動指指標標  



・毎月実施 

 

・議事録に基づき、会議内容伝達 

 

・指摘事項について話し合い 

 

・当月実施内容の確認 

活活動動会会議議  



22SS『『整整理理』』『『整整頓頓』』①①  

不不要要品品廃廃棄棄（（実実験験室室・・事事務務所所））  



22SS『『整整理理』』『『整整頓頓』』②②  22SS『『整整理理』』『『整整頓頓』』②②  

不不要要品品廃廃棄棄（（元元町町ココンンテテナナ））  



22SS『『整整理理』』『『整整頓頓』』③③  

ラベル表示 

①先端の種類 

②電線の種類 

③電線の長さ 

実実験験室室棚棚（（AACC ココーードド・・電電材材・・電電線線治治具具））  

絡まないように 

チャック付袋に 

収納 



22SS『『整整理理』』『『整整頓頓』』④④  

実実験験室室棚棚（（定定位位置置化化検検討討））  

棚板追加 

計測器・電源の重ね置きをなくした 使用頻度を考慮し場所移動、定位置化検討中 



22SS『『整整理理』』『『整整頓頓』』⑤⑤  

事事務務所所棚棚・・フファァイイルル  

カタログをファイルにまとめ、探しやすいようインデックスを作成 

棚上に出ていた物を、棚内に収納 ・ ファイルに関しては棚番地ラベルを作成し、定位置化 

書類ファイルの埋もれているインデックスを見えるように改善 



 

  

22SS『『整整理理』』『『整整頓頓』』⑥⑥  

事事務務所所机机引引出出しし  

2022年度も継続し、姿置きを完成させる 



33SS『『清清掃掃』』  

・週一清掃＜事務所机・実験室机＞ 

 

・月一清掃＜棚・床＞ 

 

・大掃除の実施＜エアコン・窓・他＞ 

（4/28，8/11，12/29 実施） 



44SS『『清清潔潔』』・・55SS『『ししつつけけ』』  

勉強会の実施    講師：市川部長 

5 月度 

Step1…3S(整理,整頓,清掃)のステップアップ 

    4,5S（清潔,躾）はじめの一歩 

Step2…4S(清潔) 5S(躾) 

8 月度 

Step3…標準化の例 

『4 つの C』と標準化の PDCA 

12 月度 

Step4…4S『清潔』の標準化 



 

66SS『『安安全全』』①①  

収縮チューブでキャップを作成し、工具の刃先を保護 

工工具具ででののケケガガ防防止止・・事事務務所所棚棚フファァイイルル落落下下防防止止  

ファイルの落下防止の為、側面と背面にブラックボードを貼った 



 

66SS『『安安全全』』②②  

天天井井ココンンセセンントト位位置置修修正正・・耐耐震震対対策策  

コードが通路に出っ張り危険な為、別のコードに変更 

突っ張り棒を使用し耐震対策 実験室棚へ金具を取り付け耐震対策 



 

66SS『『安安全全』』③③  

実実験験室室机机ののアアーースス線線配配線線  

壁のコンセントのアースから 

実験室机までの配線 

配線の修正 

端子台取付 

アースターミナル取付 



 

ままととめめ  

成果 

不要品廃棄と不急品移動により、 

物が減った為、順調に引越作業ができた 

 

反省 

新社屋への引越後、棚の組立や安全対策を 

優先した為、定位置化が進められず、 

ファイルの定位置化しか完了できなかった 

 

来来期期もも継継続続ししててよよりり良良いい職職場場をを目目指指ししまますす  


